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レー モ ン ・ク ノー の 『青 い花 』 にお け る歴 史

=物 語 の終 焉 あ るい は金 ,銀,鉄 の 形 象(そ の3)
-1614年 の物語(後 半)一

尾 形 弘 人

は じめ に

『ひ とつの規範的な歴史』(以 下 『規範』)を参照 しっつ 『青い花』の物語=

歴史を読み進めてきた我々は,1614年 の物語が黄金時代か ら銀の時代への移

行 として始まること,し かしなが ら,巧 みに配 された銀の形象によって果さ

れた移行 も束の間,今 度は諸々の鉄の形象が矢継 ぎ早に現れて 《鉄=労 働》

の時代 を告げていることを確認した。文脈 を簡略に振 り返れば,以 下の とお

りである。黄金時代の住人 として1264年 の物語に登場 してきたオージュは,

1439年 の末尾 において絶対的な空腹 を知 り,労 働なき飽食が許 される起源の

幸福を失 ってしまった。 しかし,そ こは策士オージュのこと,続 く時代の物

語に身 を移すにあたって,彼 は様々な銀の形象 一 婚姻の祝いのリーヴル銀
オ ム 　 ダ ル ジ ャ ン

貨,食 堂に備 えられた銀製の食器,娘 婿 となるべ き三人の守銭奴=銀 の男たち

一 を自らの城に導き入れ ることにより,首 尾 よく銀 の時代 の住人 となって

《貧 り食 うd6vorer》 幸せ をふたたび手 に入れた。他方,彼 の分身であ りなが

ら常に自らの食 を嘆いていたシドロランも,手 の込んだ偽名の策術を弄する

ことにより,本 来 は彼の夢 に見ているオージュのものである 《銀の食》を口

にす ることができた。 ところが,そ の奇跡的に成功 した夕食の最中に,彼 は

《鉄の斧》にまつわる慣用表現 について給仕頭 とちょっとした議論 を交わし,

《深い淵=奈 落 の底abime》 にも通ずるこの形象が契機 となって,オ ージュ

は同 じく鉄の時代 を象徴する 《現在進行中の工事=労 働travauxencours》

へ と導かれていった。その場面 には,これ もまた労働=歴 史の隠喩である 《彫

像》 も見 られ,こ こに至って一切は,来 るべ き鉄の時代 を指し示 しているか
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のようである。その間およそ10頁 程度,加 速度的な展開ではあるが,こ こま

では 『規範』のシナリオ通 りの筋立てであり,我 々は 『青い花』の前半部に

黄金から銀を経て鉄の時代へ と移 り行 く 《歴史》の忠実なる寓話を読み取る

ことができた。 ところが,鉄 の時代の入 り口とで も呼ぶべきこの地点におい

て,テ クス トは奇妙な反転 を見せ,と うに失われたはずの黄金をふたたび語

りだすのである。『青い花』の中間点に現れ出た思いがけない反転ないし逆

行,そ の意味するところは何か。我々の拘束的な読みの破綻であろうか,そ

れ とも尚 もシナ リオは続 くのか。今回はこれを問題の中心に据え,1614年 の

物語 を読 み続 けよう。

IV-1.1614年 後半(そ の1)=労 働 の隠喩 と しての錬金 術

場面は三部会 に出席中のオージュが立ち寄ったパ リ郊外のアルクーユの

町,話 題 となっているものは 「我 らが勇敢なる王アンリ4世 像に次いで,現

在 もっとも多 くの訪問客 を集めているパ リの名所」(F.B.,p.134)。 見物中に

尿意ないし便意 を覚えひとり供達から離れたオージュは,突 然の大雨に遠 く

に見つけた薪置き場へ と逃 げ込んだ。奥には扉があり,開 けてみると炉に屈

み込むひ とりの人物の姿があった。

一 さがれ,粗 忽者が!濡 れたお前 さんがそこにいると,最後の操作

が汚されてしまうではないか。[… …]さ がれ と言っておろうが!ル

ビーの木が緑のカナ リヤに変貌 し,そ いつの くちぼしが滋味豊かな黄金

をすでについばんでいるというのに。

一 黄金だ と!と 公爵は叫んだ。そっちの隅に黄金があるとい うの

か?

相手は答えてや ろうともせず,堆 塙のうえに屈み込み,絶 望の叫び声

を上げる。

一 畜生!と 彼 は喚 く。緑のカナリヤが鉛の雌鳥に変わってしまっ
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た 。 全 部 や り直 しだ!(F.B.,p.136)

いま,こ の場 における錬金術師の登場は,我 々の予想 を大き く裏切るもの

である。 もう一度確認するが,直 前の場面で 《彫像=歴 史》や 《工事=労 働》

を目にしているオージュは,こ れらが象徴する鉄の時代の入 り口に身を置い

ているのである。テクス トに記されるべきは鉄の形象であって,決 して黄金

ではないはずである。 しか も,黄 金は4頁 の間に集中して7度 も繰 り返 され

(EB.,pp.136(×4),137,138,139),そ の頻度 は1264年 のあの 《トゥール

製金貨1)》の横溢をも思わせる。もっとも,こ の黄金には手に持って重みの感

じられる実体性が欠けてお り,い かに反復,強 調されていようとも,オ ージュ

の労働 なき飽食 に資するところは何もない。その意味では,こ れは虚ろな記

号,名 ばか りの黄金に違いないが,し か し,こ れが錬金術師の口から語 られ

るとあっては話 は別である。 もし賢者の石が手に入れぼ,そ れが生み出すで

あろう無限の黄金 と不老長寿の妙薬 は,以 前 とは比較 にな らないほど豊か

で,ま た二度 と破綻することのない黄金時代 を実現することであろう。その

意味で,こ の実体なき黄金はひとつの可能態でもあり,か つて結婚の祝いの

リーヴル銀貨がそうであったように,こ れによりオージュは,目 前に迫つた

危機 一 以前 は黄金時代の終焉,今 回は鉄の時代=労 働 の不幸への移行 一

を脱することであろう。しか し,錬 金術師ティモレオ ・ティモレイの登場 と

ともにテクス トが黄金へ と反転するとすれぼ,鉄=労 働の時代を語 ることの

ないまま,物 語 は歴史の寓意であることを止めて しまうことになろう。確か

に 「実に邪悪な探求recherchebiennoire」(F.B.,p.151)に よる一撰千金

の企ては,そ の如何わしさをも含めて,い かにも策士オージュに似っかわし

い奇想ではある。また,そ の突飛な飛躍は『青い花』の奇抜な物語展開に適っ

てもいよう。 しか し,問 うべ きは物語の奇想な どではな く,歴 史の必然性で

ある。『規範』のシナ リオと照 らし合わせてみた場合,現 在の状況において

オージュが錬金術師 と出会 うことは,歴 史の寓話 として如何なる意味をもち

得 るのであろうか。注 目すべ きは,テ ィモレオの次の台詞である。
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一 や り直せだと!旦 那 ,27年 もの労苦が台無 しになったぼか りだ

というのに!27年 だ!し かも,こ の柑渦のなかに黄金が真に美 しく

現れ出ようとした時に,門 外漢のあんたが こんな場違いな闊入などをし

やがって。(F.B.,pユ36)

語源的に言って,《労苦Iabeur》 という語は 《労働》を意味するラテ ン語

《labor》に由来 しており,こ こで錬金術師はまさしく《労働する者》として自

らを規定 しているのである。その限 りでは,労 働の時代への移行点において

オージュがティモ レオ と出会 うことは理解 し得るが,し か し,こ の労働する

者がことさら錬金術師であらねばならない理由は何か。しかも,一 般的に理

解 されている錬金術のイメージはむしろ山師的な ものであり2),《労苦=労

働》 という語の響 きに内包される実直さ,真 摯さ,勤 勉さなどとは,と うて

い相容れない もののようにも思われる。テクス トのうちに 《錬金術=労 働》

という等式が見 られるとしても,そ れを成 り立たせ る根拠が不明な うちは,

二人の出会いに歴史的な必然性 を認めるわけにはいかないだろう。いかなる

脈絡 において両者は等号で結ぼれ,ど のような事態 を表しているのであろう

か。

結論か ら言えぼ,こ の等式を成 り立たせ るものは,歴 史のシナ リオにおい

て労働の果すべ き特異な合目的性に他ならない。『規範』によれぼ,労 働 は

「Q[=あ る地域が提供する食物量]を 増加関数 とすること」(H .M.,p.80)

と定義され,そ の目的は 「復楽園へ と向かって前進 し,人 間の幸福を企てる」

(H.M.,p.103)こ とにある。敷衛すれば,起 源における労働なき飽食が失わ

れた時,人 間は人口に比 して不足することとなった食糧 を増大 させるべ く労

働 を選び取 らざるを得ないが,そ の不幸なる運命において営々と積 み重ねら

れた創意工夫の結晶が,つ いに労働 を必要 としないほどの高い生産性を実現

する時,労 働 とともに歴史 は消失 し,「歴史が止む時,こ の時代[=黄 金時代]

がふたたび得 られ る」(H.M.,p.25)の である。他方,物 質世界 と精神世界 と

の隠された照応関係 を読 み取 る錬金術の象徴体系においては,諸 金属は黄金
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という完全態 として生み出されるべ きところを,多 くは生成の過程で劣化し

てしまった結果,現 実の世界 には諸々の卑金属が存在することとなったが,

それ らは自らのあるべき姿を求めて 「鉄→銅→鉛→錫→水銀→銀→黄金 とい

うサイクルをた どって,活 濃に完成へ と向かう3)」という。秘 された奥義 につ

いて語ることは我々の射程を遥かに超えるが,絶 対的な起源にして究極的な

目的で もある自らの完全態を目指して,現 実の不完全 なる自己を発展解消的

に否定 し続 けるという一点において,錬 金術 と労働 はともに同一の目的性 と

方向性を有 していることは明らかであろう。 こうして一見相容れないように

見 える錬金術 と労働が,内 に秘めた理想(郷)へ の憧 曝によって等号で結 ぼ

れることになる。錬金術 とは労働の隠喩に他ならず,鉄=労 働の時代の入 り

口でオージュが錬金術師 と出会 うことは,歴 史のシナ リオに欠 くべか らざる

象徴的な出来事であると言えよう。

rv--2.1614年 後 半(そ の2)=黄 金,銀,鉄 の 流 れ る セ ー ヌ 川

『規範』の記述 をもとに以上で検討 してきた事柄にっいては,1614年 の物

語(そ して 『青い花』の物語)の 後半の冒頭を飾 るセーヌ川の描写が,錬 金

術=労 働の隠喩を自己言及的に解釈,提 示 しているように思われる。話 は例

の 《成功 した食事》の続きで,真 夜中,激 しい腹痛 に目を覚 ましたシ ドロラ

ンは,平 底舟の甲板 に出てセーヌに嘔吐 しかけたが,食 事の値段を考 えて危

うく堪えた。

彼 は戻 り,用 足 し場 へ と向 か う,そ して 腹 の荷 を軽 く して,ポ チ ャ ン と

い う音 を聞 く,ま た 何 か が,次 の汚 水 処 理 場 まで,あ る い は も しか した

ら海 に まで,水 面 を進 む の だ ろ う。(F.B.,p.140)

シドロランがセーヌの流れに委ねた 《何か》 とは何であろうか。それを知

るためには,セ ーヌ川を舞台とする一連の記述を総合して検討 し,そ の意味
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するところを吟味する必要があろう。 まずはカヌーでセーヌに繰 り出したシ

ドロランの川下 りから順に見てみよう。

シドロランは大河の流れに従い,時 々方向を手直 しする以外 にはもう漕

ぐことはない。彼 は静かに進み,車 の往来がな くて可能な時には,時 折,

破裂する泡や,水 面に現れる魚,大 河の底で生 まれては,風 がちりぼめ

るふたつの細波の間でそれ相応の謙虚さをもって爆発 しにやって くる発

酵の産物 を耳にする。(F.B.,pp.140-141)

まず注 目したいのは,流 れ を下るシドロランが順次耳にす る 《泡》,《魚》,

《発酵》の多元決定的な意味 とその配列である。これらをオージュが辿って

いる歴史の象徴物 と結び付けてみると,と て も偶然 とは思われない意味の連

鎖が浮かび上がって くるのである。第一に,川 の流れに生ずる《泡bulle》 は,

その同綴異義語の 《勅書,教 書bulle4)》 を介して,神 聖ローマ皇帝カルル4

世の歴史に名高い 《金印勅書bulled'or》 を連想 させる。第二に,《(小 さな)

銀の魚(petit)poissond'argent》 と言えば西洋衣魚の俗称で,屋 内の湿った

場所に住む身近な虫であるだ けに,こ の連想も突飛なもので はないだろう。

最後に 《鉄fer》 であるが,こ れは 《発酵fermentation》 の綴 りの一部 を成

してお り,ま た,出 来すぎにも思われるが,ア ルコール発酵のような微生物

による自然の作用 もまた,フ ランス語では 《労働travail》 と呼ばれている。

このようにして見ると,流 れのうちに黄金,銀,鉄 を順 に秘 したセーヌ川は,

これまでオージュが辿 ってきた歴史の隠喩として解することが可能であ り,

この川をカヌーで下 るシドロランは,こ こで 『青い花』の物語の前半を総括

していると言えよう。そこで我々 も物語=歴 史に配 された金属の形象を振 り

返 ってみると,そ こにはシドロランのオージュに対する一種の先導性が浮か

び上がって くる。例 えば,オ ージュが黄金時代の幸福 に浴 している間,シ ド
オ ム 　 ダ ル ジ ャ ン

ロランの物語にはすでに 《銀の男=守 銭奴》が姿を見せてお り,こ れを受け

るかたちで,オ ージュは銀の舞台装置を整 えていった。また,本 論の冒頭で
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振 り返 っ て お い た 《銀 の食 》,《鉄 の 斧 》,《現 在 進 行 中 の工 事=労 働 》 につ い

て も事 情 は 同 じで,劇 的 な 物 語 展 開 を準 備 した 者 は,常 に変 わ らぬ 無 為 性 に

沈 む シ ドロ ラ ンで あ っ た 。 対 す る オ ー ジ ュ は とい え ば,確 か に彼 は 活 動 的 で

暴 力 的 に歴 史 を 渡 り歩 い て は い る が,1264年 の 物 語(十 字 軍 参 戦 に まつ わ る

聖 王 ル イ との 悶 着)に せ よ,1439年 の 物 語(封 建 貴 族 を去 勢 し よ う と目論 む

国 王 シ ャル ル に対 す る謀 反)に せ よ,彼 が そ の 図 抜 け た破 壊 性 を発 揮 す る の

は,ノ ル マ ン デ ィー の城 に お け る安 楽 な 暮 ら し を守 る とい う,む し ろ消 極 的

で 保 身 的 な 動 機 を秘 し て い た 。 つ ま り,《 慣 性 の 法 則 》 を具 現 す るか に 見 え

る シ ドロ ラ ン こそ が,《 外 的 な力 》 で あ るべ きオ ー ジ ュが 意 外 に も隠 し も つ

保 守 性 を突 き動 か す 力 とな っ て お り,そ れ 故,上 の 引 用 で シ ドロ ラ ンが 流 れ

に カ ヌ ー を任 せ つ つ も 《時 々 方 向 を手 直 しす るrectifierladirection》 こ と

は,時 に 歴 史 の本 流 を逸 脱 し 自 らの物 語 を 内 に 閉 じ よ う とす るオ ー ジ ュ を,

『規 範 』 の シ ナ リオ へ と導 く こ と を意 味 して い る と言 え よ う5)
。

とす るな らぼ,こ う して セ ー ヌ川=歴 史 の流 れ に舟 を浮 か べ る彼 が,川 下

りの 最 後 に カ ヌ ー を 「ど こか の 釣 り人 に よ っ て立 て られ た杭 」(F.B.,p.141)

に く く りつ け る こ と も,象 徴 的 な 意 味 を帯 び て こよ う。 とい うの も,「善 良 な

る哲 学 者philosophesbons」(F.B.,p.30)の 趣 味 と も,何 も し な い で じ っ と

して い る 「と りわ け愚 か なsurtoutidiot」(F.B.,p.158)行 為 と も評 され る

《釣 り》 で は あ るが,そ の 見 か け上 の 罪 の な さ に反 し,『 規 範 』 に お い て は,

鉄 の 時 代 に放 り込 まれ て し まっ た 人 間 が 最 初 に採 るべ き労 働 の ひ とつ に挙 げ

られ て い るの で あ る6)。す な わ ち,カ ヌ ー が係 留 さ れ た こ の杭 は,シ ドロ ラ ン

が オ ー ジ ュ を誘 っ て 到 達 し た ぼ か りの地 点 を指 し示 す と と も に,そ こが も は

や 取 り返 しの つ か な い 不 幸 な場 で あ る こ と を告 げ て い る の で あ る。そ れ で は,

夜 も明 け始 め,「 最 初 の釣 り師 た ちIespremierspEcheursalaligneが 現 れ

る」(F.B.,p.141)時 に,言 い換 えれ ば,オ ー ジ ュ が初 め て労 働 す る者=錬 金

術 師 と出会 った 時 に,シ ドロ ラ ンの 行 っ た こ とは何 か 。 杭 か ら カ ヌ ー を解 い

て,今 度 は 「流 れ を遡 るた め に 」(F.B.,p.141)漕 ぎ始 めた の で あ る。 セ ー ヌ

川 を遡 る こ とが,起 源 の 楽 園 を 目指 して 営 まれ る労 働 を意 味 す る こ とは,も



8 人 文 研 究 第108輯

はや言 うまで もないだろう。また当然のことながら,こ れは泡,魚,発 酵に

隠された金属の堕落 の過程 を逆に辿 る錬金術の隠喩で もある。つ まり,川 下

りが歴史=物 語の総括であった とすれぼ,こ こでシドロランは,錬 金術=労

働 による黄金(時 代)へ の回帰を先取 りして示 しているのである。

ここで先の問いに戻れば,シ ドロランがセーヌの流れに委ねた 《何か》 と

は,象 徴的に言 うならば,我 々が 《銀の食》 と呼んだ ものに他ならない。錬

金術=労 働 を知ったオージュが鉄の時代 に身を移すや否や,そ の分身 として

奇跡的に食 したあの豪勢な料理を,シ ドロランは糞尿 という不浄なものとし

て排泄 したのである。すなわち,銀 から鉄への劣化ないし不幸なる堕落であ

る。しかし,テ クス トはセーヌの流れがこの糞尿=鉄 を 《汚水処理場》へ と

導 くであろうことを《未来時制》で記す ことを忘れてはいない7)。つ まり,鉄

にまで堕 してしまった金属は,こ れか ら浄化の過程 に入って黄金を目指 し,

この卑金属 によって象徴される時代を生 きる人間は,労 働なき飽食を許す黄

金時代を取 り戻すべ く,不 幸なる労働 を開始するのである。川を遡るシドロ

ランについては,「彼は少々苦労 し,行 きよりも遥かに時間をかけた」(F.B.,

p.141)と 記 されている。錬金術=労 働の長 くて苦 しい道程が予想され るが,

周遊から帰ったシ ドロランが繰 り返 し見せ る 「ある種 の満足unecertaine

satisfaction」(F.B.,p.141)は,困 難iな企ての果てに得 られるであろう満足,

幸福 なる黄金時代への回帰の喜びを思わせはしないだろうか。

IV-3.1614年 後 半(そ の3)幽 シ ドロ ラ ンの 《地 平 》 と 《女 性 の シ ル

エ ッ ト》

と こ ろ で,川 の 隠 喩 の 折 り返 し地 点 に お い て象 徴 的 な杭 に 自 らの カ ヌ ー を

く く りつ けた シ ドロ ラ ンで は あ るが,彼 自身 は 「私 は釣 りが 好 きで は な い 」

(F.B.,p.30)と 語 っ て い る。 「残 酷 だ か ら」(F.B.,p.158)と い う理 由 だ が,

「働 か な い で い る こ とが とて も上 手 だIlsaittr6sbiennepass'occuper」

(F.B.,p.62)と 評 され る シ ドロ ラ ン の こ と,こ れ は初 歩 的 な労 働 を さ え厭 わ
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しく思 う彼の徹底 した無為性の表れ とも言えよう。 しかし,振 り返ってみれ

ぼ,こ れ まで家事の一切 を任せていた娘ラメ リーの結婚 により,シ ドロラン

もまた,オ ージュと同様 に,い やオージュに先駆けて,労 働の不幸 をす ぐ目

の前 にしていたのであった。

そ れ か ら彼 は,缶 詰 は何 が残 っ て い るか,食 糧 庫 に見 に行 く。 大 袈 裟

で は な く,ま だ二 週 間 分 は あ る。 今 か ら二 週 間 の う ち に,ア ル ベ ー ル が

誰 か 見 つ けて くれ るか,シ ドロ ラ ン に は 分 か らな い 。 アル ベ ー ル が 何 も

見 つ け な けれ ぼ,シ ドロ ラ ン は 彼 の ス トッ クstockを 改 めね ぼ な らず,

地 平 線 にal'horizon敗 血 症 が 現 れ る の が 見 え る。(F.B.,p.116)

直訳 しておいた最後の部分は,缶 詰だけでは 《やがてa1'horizon》 体を壊

しかねないということで,敗 血症 とは仰々 しいが,こ れだけでは大した意味

はもたない。 しか し,こ こに見 られる 《ス トック》と《地平》との並置は 『規

範』の重要な記述を想起 させるもので,上 の描写は見かけ以上に示唆的であ

る。それは 《記i意と地平m6moireethorizon》 と題された項で,そ こには

「もし周期がそれ以下であれば,記 憶 と予見が働 くことであろう。こうしてひ

とつの解決法が模索され,最 初はス トックということになろうが,こ こか ら

労働が生まれる」(H.M.,p。83)と 記されている。 ここで 《地平》とは,過 去

の危機の記憶に基づ く予見の持続可能な限界のことであ り,そ こにおいて問

題 となるのは,「予見される危険が集団の決断に影響 を及ぼし始めるのは,ど

の瞬間か らなのか」(H.M.,p.82)と いう点である。 もし危機の周期が地平の

限界 を超 えていれば,記 憶 は風化 し,予 見は行動に移 されないまま,そ の集

団はいずれ消滅するしかない。 これを避けるためには,記 憶 と予見が地平の

果てに達 しないうちに,来 るべ き食糧危機に備 えねばならず,そ の最初の試

みが木の実などの 《ス トック8)》だというのである。 とするならば,シ ドロラ

ン自身がいずれは尽 きるであろうことを 《予見》している二週間分の缶詰 こ

そが,彼 にとっての 《地平》 ということになろう。すでに用意されているス
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トックが誰の手 によるものか という問題は残るが9),彼 の頼みとする缶詰 は,

飽食 とは言えないまで も10),とにか くこれまで維持 されてきた 《労働なき食》

の最後の命綱に他な らない。シドロランが相変わらずの無為のうちに自らの

地平の限界 を越えるとすれば,極 端に言ってそれは餓死に至 る愚行であ り,

予見を行動 に移すことなく滅んでいった集団の悲劇的かっ滑稽 な劇画 となろ

う。 もっ とも,い かにシ ドロランといえども,こ のような結末は非現実的で

あ り,彼 は自らス トックを実践することであろう。しか し,こ れは労働の不

幸の受 け入れを意味し,い ずれにせ よ嘆かわ しい事態がシ ドロランを待ち受

けているのである11)。

だが,シ ドロランが 《地平》線上に見たものは,敗 血症ではなかった。彼

に とって幸いなことに,待ち望んでいた家政婦がついにやって来たのである。

シドロランは彼が遠 ざかるのを見つめ,そ れか ら反対方向を振 り返る

と,地 平線にひ とつの女性 のシルエッ トが見 えた。地平線 の女性のシル

エ ットはひとつの旅行鞄 によって補足される,か ようにその前進 はさほ

ど早いものではない。

一 あれは,私 のためだ,と シドロランは小声で言う。(F.B.,p.143)

餓 死 か,そ れ と も労 働 か,そ の際 どい 《地 平 》 に登 場 して き て,し か も4

度 繰 り返 され る 《女 性 の シル エ ッ トsilhouettef6minine》 は,遠 くに 浮 き出

た 点 描 人 物 な どで は あ り得 な い 。 実 際,こ の 輪 郭 だ けの 形 象 に は実 に 多様 な

意 味 が 充 填 され て お り,こ こ に現 れ 出 た 女 性 の何 た るか を,す で に饒 舌 に物

語 っ て い る。 第 一 に まず,こ の シル エ ッ トの 反 復 強 調 は,や は り二 度 繰 り返

さ れ て い る 《地 平 線 に/のal'horizon》 とい う重 要 な 表 現 と相 ま っ て,我 々

をテ ク ス トの 冒頭 に記 され た 印 象 的 な記 述 へ と連 れ 帰 る。 そ れ は 「地 平 線 上

に は疲 れ た ロー マ人 の ふ や け た シ ル エ ッ トが 描 か れ て い た[… …]」(F.B.,

p.13)と い う一 文 で,こ れ は厄 介 な大 仕 事 を意 味 す る 《ロ ー マ 人 の 仕 事tra-

vailduRomain》 の 挨 りで あ った 。 つ ま り,こ の シル エ ッ トは労 働 す る者 の
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それである。次いでテクス トの多元決定性は,こ うして辿 り着いたローマを

経由して,こ の都市の伝説上の創始者ロムルスによる 《サ ビニ女の誘拐》へ

と行き着 く。以前にも述べたように,『規範』の解釈によれぼ,こ の誘拐は性

的な目的ではな く,も っぱら労働に資するために為 されたもので,ま た,こ

のような女性 の斡旋 こそが シドロランのアルベールに求めるところであっ

た12)。すなわち,こ こに現れ出たシルエットは,労 働を強いられ る女性のそ

れである。他方,《シルエットsilhouette》 の語源か ら辿 っていけぼ,こ の語

はルイ15世 の時代 に財務大臣を努め,極端な節約によって王の財政の建て直

しを図ったエチエンヌ ・ド・シルエ ットに由来 している。言い換えれぼ,彼

は 《財産 を取 り仕切 るgouverner》 立場 にあったわけだが,図 らず もフラン

ス語では,家 政婦,と りわけ現在 のシドロランがそうである寡夫の世話 をす

る家政婦は,ま さしく 《財産を取 り仕切る女性gouvernante13)》 と呼ばれて

いる。 とするならば,こ の 《女性のシルエッ ト》は,財 務に長 けた 《女性版

エチエンヌ ・ド・シルエ ット》 としてやって来たとも言えよう。

それでは,こ の女 シルエ ット=サ ビニ女の果すべき 《大仕事》 とは何か。

気難 しい不平家シ ドロランのもとに家政婦 として残 ることにした彼女ラ リッ

クスは,思 うところをこう述べている。

一 も し荷 物 を ま とめ よ う とい う の で した ら
,と シ ドロ ラ ン は言 う,邪

魔 は し ませ ん よ。 も し即 刻 退 散 す る と し て も,一 カ 月 分 の給 金 を払 っ て

も構 い ませ ん。

一 あ な た が お金votreargentを 失 う こ と は望 み ませ ん わ
。(F.B.,p.

155)

敢 えて文脈 を捨象 して言 うが,サ ビニ女=女 シルエッ トの労働のおかげで

《お金=銀 》が失われず に済む ということは,銀 の時代 とは言わないまで も

(というの も,こ れは本来オージュのものであるか ら),少 な くともそれに類

する状態に留 まり得ることを意味 しよう。すなわち,《 ス トック》の手間か
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らシドロランを救 うことになる 《女性のシルエッ ト》 は,美 食かどうかは別

として14),ともか く平底舟の住人の 《労働なき食》 を維持させ るべ く,彼の危

うい 《地平》 に姿を見せたのである。

IV-4.1614年 後半(そ の4)=銀 の連 な り,鉄 の不在,青 銅 の彫像

順番 は逆 になったが,女 性 のシルエッ トが現れ る直前 の場面 に戻 ろ う。

セーヌ川の周遊か ら帰ったシドロランの満足げな表情 を確認 してページをめ

くると,果 たしてそこには 《労働》 という語が三度記 されてある。シドロラ

ンがひ とりの通行人 とちょっとした労働談義 を始めたのである。予想通 りの

展開であるが,し かし,そ こに教会への寄付 を募る男が割 り込んできて,労

働の時代の象徴物 とは別の金属の形象がふたたび語 られることになる。

一 あれは仕事ではあ りませんねえ,と 通行人が言った。あんな振舞い

方では,大 した収穫iは得 られないに違いない。

一 自分のバイクのガソリンを買うのに必要なんですよ。

一 そうおっしゃるのは,あ なたの考 えでは,彼 が集 めるお金argent,

彼 はそれを神の栄光に捧げた りはしないからですね。(F.B.,p.142)

これもまた奇妙な涙れである。改めて確認するが,そ もそもの問題 は鉄の

時代の入 り口に現れ出た黄金であった。この反転ない し逆行 については錬金

術=労 働の隠喩によって一応の解答が得られたが,今 度 はこの可能態 として

の黄金 をも含めた一切の記述が,鉄 の時代への完全なる移行 を予想 させる地

点において,過 去の ものとなったはずの銀の形象がふたたび姿を現わしたの

である。何故に鉄ではな く銀なのか。 まず言えることは,こ れが直後 に姿を

現わす 《女性のシルエ ット》の儀式的な予告 となっていることである。シド

ロランの 《お金=銀 》を守 るために登場する女性が これ と同一の金属 によっ

て先導 されることは,十 分に納得されよう。しかし,『青い花』全体について
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言えば,彼 女にまつわるふたっの銀によって,我 々の問題はさらに複雑 さの

度合 いを増 して しまったようである。実際,こ れ らの銀の配置 は,錬 金術師

のノルマンディーの城への登場 を挟み込むかたちとなってお り,さ らにその

場面自体にも,こ の同じ金属の形象が嵌め込まれているのである。ティモレ

オ を連れて三部会から城 に戻ったオージュは,妻 リュスユールにこう語って

いる。

一[… …]次 の三 部 会 の 時 に
,貴 女 を連 れ て,そ れ[=ア ン リ4世 像]

を見 に行 こ う,ま あ,そ う遠 い こ とに はな る まい,母 后 に お か れ て は,

大 い に お 金argentを,と い う こ と は租 税 を必 要 と して お られ るの で な。

(F.B.,p.147)

これまでのテクス ト構成か らすれば,錬 金術師=労 働する者の城への受 け

入れは鉄の時代の到来 を意味するはずで,か つて リュスユールや三人の婿た

ちを銀の食器類が出迎 えたように,テ ィモレオの登場場面にも何 らかの鉄の

形象があって然 るべ きであろう。しかし,実 際に記されているものはラリッ

クスのふたつの 《お金》 と連なる銀の形象であ り,ま た銀の時代への移行の

際に見 られたような登場人物の変化も一一切ない15)。他方,賢 者の石の探求 は

これからの話であるか ら,こ こに挿入されたお金=銀 がすでに果 された金属

純化の産物であるとは考 え難い。仮 にこれが 《そう遠 くない》 うちに得 られ

るであろう銀(の 時代)で あるとして も,そ のためにはまず錬金術=労 働 を

受け入れねばならず,そ の始まりに鉄の形象が不在であることは,や はり問

題提起的であろう。そこで注目したいのは,こ の欠如せる鉄に代わって新た

にテクス トに導入された青銅 と,こ の金属 によって鋳造 される予定のオー

ジュの彫像である。

一 それで私 は
,と リュスユールは目を伏せなが ら言 う,私 も自分の彫

像 を持っことはで きないのでしょうか。
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一 持てるとも,妻 よ。そのことは考えた。礼拝堂のなかに貴女 は素晴

らしい墓碑 を持つのだ,我 が亡 きエロディのものよりもずっと美 しい墓

碑 を。そこに石 に彫 られた貴女が見 られるというわけだ。わしとしては,

青銅の方が好みだが。(F.B.,p.148)

まず彫像について言えぼ,三 部会の際にアンリ4世 像を見たオージュは,

自らも愛馬デモステーヌに跨 った騎馬像 を所望するようにな り,万 事手筈を
モ ニ ュ マ ン

整 えてパ リか ら戻 ってきた。以前にも述べた ように,歴 史的建造物である彫

像に自らの姿を刻 ませることは,そ れまで彼が頑 なに拒否 し続けてきた歴史

への参与 を意味する。 しかし,同 じく歴史を象徴する 《現在進行中の工事》

については,こ れを拒絶するかのような態度 を彼は見せていた16)。っまり,錬

金術 を知 る直前のオージュは歴史=労 働 に対 して肯定 と否定 との問で揺れ動

いてお り,こ の両義性のテクス トへの反映が,在 るべ き鉄の欠如に他な らな

い と言 えよう。すなわち,シ ドロランの鉄の斧 によって導かれた地点におい

て,お そらくオージュは歴史=労 働への移行を不可避的なもの と認めなが ら

も,そ れまで身 を置いていた銀の時代 に尚 も固執するが故 に,錬 金術師=労

働する者が登場 して くるオージュの城 には,鉄=労 働の形象が欠けているの

である17)。

オージュの彫像が認知 されなが らも否定される歴史=労 働の象徴物である

とすれぼ,そ れに姿かたちを与えることになる《青銅bronze》 もまた,単 に

材料 となるべ き物質名であるに留 まらないであろう。示唆的であるのは,上

の引用 におけるリュスユールの石の墓碑 とオージュのブロンズ像の並置であ

る。 というのも,こ こに我々は 《石器時代agedelapierre》 と 《青銅器時

代agedubronze》 を読み取ることができるからである。もちろんこれは考

古学上の時代区分であって,『規範』の歴史 とは直接的には関係しない18)。し

か し,同 じ青銅 によって形容される時代であっても,文 語で 《青銅時代age

d'airain》 と言 えば,黄 金時代 の衰退を物語 る神話 において,ま さしく銀の

時代 と鉄の時代 との間 に位置する一時期 を指す。 もはや銀の時代ではない
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が,ま だ鉄の時代 とも言えないような過渡的な状態,あ るいは,不 幸なる労

働の胎動 は見 られるが,や はり労働なき飽食の最後の名残であるような時代,

そのようなものを青銅時代 と称するならぼ,こ れほど適切にオージュの現状

を表す金属の形象は他 にはないであろう。だが,青 銅の彫像が不在 の鉄の穴

を埋める代理表象であるとしても,オ ージュの城において銀の形象が公然 と

語 られ,し かも,こ れをシドロラン(ラ リックス)の ふたつの銀が挟み込ん

でいるのは何故か,と いう最大の問題は残ったままである。言い換 えるなら

ば,錬 金術師=労 働する者を城 に迎え入れなが ら,そ れで もオージュがいま

だ労働 を知 らない銀の時代の住人であり続 けるようなシナ リオは,ま だ示 さ

れていないのである。

rv--5.1614年 後半(そ の5)=銀 の時代 の終焉,戦 争 と隷属化

それでは 『規範』の描 くシナリオは如何なるものであろうか。青銅時代 に

関する記述 はないが,そ れに相当するであろう 《銀の時代の終焉19)》の項 を

見れぼ,「XXXVI[=銀 の時代]の 終末において,人 類 はタイプ(B)の 減

退的な解決法か,労 働か,も しくは様々な形態における戦争[… …]に よっ

てしか抜けだすことのできない状況に陥ることになる」(H.M.,p.50)と ある。

オージュの見せる両義的な態度からすれば,鉄 の時代への即時的な移行を意

味する労働 は,こ こでは問題 とな り得ない。また,妻 が世継ぎを懐妊 した時

のオージュの喜び20),お よびそれが誤 りであったことを知った時の失望 と激

怒を見れば21),性 欲 を抑制 して人 口の増加 を制限する減退的な解決法 も排除

してよいであろう。それでは,戦 争 はどうであろうか。ここでティモレオと

の出会いを振 り返ると,「彼は扉 を何度 も蹴 っ飛ぼし,肩 で体当た りを食 らわ

せ,っ いに合釘 と蝶番が屈 した」(F.B.,p.135)と 記されている。つまり,錬

金術師が 「場違いな門外漢の闊入mals6anteetprofaneirruption」(FB.,

p.136)と 言っていたように,本 来 は錬金術=労 働の外部 にいるべきオージュ

が,自 らの破壊力に物 を言わせて,テ ィモレオの侵すべか らざる聖域である
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薪置 き場 を躁躍 したのである。だが,攻 め込 まれたかたちの錬金術師も負け

てはいない。

一[… …]失 われた,い やそれどころか,一 発や りそ こなった歳月!

それ もどこに雨宿 りしたのかも知 らない田舎紳士のせいだ。

一 まてまて,と 公爵は面 白がって答える。田舎紳士だ と?お 前は
ふいご

誰 に向かって話しているのか分かっているのか,鞘 吹きめが?

一 お前 こそ誰に向かって話 しているのか分かっているのか,田 舎紳

士が?

一 田舎紳士にこだわる奴だ。わ しはオージュ公爵だ,三 部会で我が

地方の貴族階級を代表しておる。

一 うへ え。我 こそはティモレオ・ティモ レイ,飲 用の,ま た非飲用の

黄金 の真 なる作 り方 を知 るキ リス ト教世界 で唯一 の錬金術 師 な り

[・・・…]。(F.B.,p.137)

こ こで 錬 金 術 師 は侮 蔑 表 現 の 《田 舎 紳 士hobereau》 を連 発 して 招 か ざ る

客 に対 して 優 位 に立 と う と し,ま た,ほ とん ど 口か ら出 任 せ に長 々 と自 らの

もっ 不 思 議 な 力 を誇 示 して もい る22)。だ が,「 そ ん な もの は黄 金 に は値 し な

い」(F.B.,p.138)と 一 蹴 す るオ ー ジ ュ。 失 敗 は公 爵 の 「無 理 な割 り込 み,介

入intrusion」(F.B.,p.138)の せ い だ,と 応 酬 す る テ ィモ レオ 。 両 者 相 譲 ら

ぬ この や り取 りが 戦 争 の劇 画 で あ る とす る な ら ぼ,次 に検 討 す べ き は,こ れ

が い か な る形 態 の 戦 争 を 寓 意 す る もの か,と い う点 で あ ろ う。 注 目 した い の

は,こ こで オ ー ジ ュが,必 要 な費 用 の 一 切,教 会 の詮 議 か ら の庇 護,豪 勢 な

食 事 を餌 に,「 お 前 の 黄 金 と妙 薬 をわ し に利 用 させ て は ど うだ 」(F.B.,p.139)

と持 ち か け る こ とで あ る。好 条 件 を提 示 して この策 士 が 目論 ん で い る こ と は,

要 す る に テ ィモ レオ を 《下 部serf》 とし て従 え る こ と,そ れ に よ り錬 金 術=

労 働 の 成 果 を搾 取 す る こ とに他 な ら な い。 つ ま り これ は 《隷 属 化asservisse-

ment》 とい う戦 争 の一 形 態 で あ り,『 規 範 』 は これ を 「[……]敗 者 に(C)
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の解決法[=労 働]を 採 るように強制することによって,勝 者が擬似的な黄

金時代[=銀 の時代]に 居座 ることを可能 にす る複合的な状態」(H.M.,p.

50)と 定義 している。 とするならぼ,こ れ以上 に現在のオージュの願望に適

う策略は他にはないであろう23)。つまり,労 働が不可避的なものであるとす

るならば,こ れを他者に押 しつけておいて,自 らは尚も労働 なき飽食 にあり

つ こうとい うわけである。 とはいえ,シ ナ リオの完成のためには,ま ず もっ

てオージュが完全なる勝者 とならねぼな らない。だが,錬 金術師は提示され

た交換条件 に も 「アルクーユ を離れ ることは我 に苦 しみ を与 えるであろ

う24)。熟考が求められる」(F.B.,p.139)と,容 易には首 を縦に振 らない。そ

んな敵対者を完全 に打ち負かしたのは,や はり愛馬にして腹心のデモステー

ヌであった。人語 を操 る馬の出現に,錬 金術師は 「うう,ま ま,馬 が,が,

喋,喋 っている……」(F.B.,p.139)の 一言を残 して気絶し,小 屋に積 まれた

《炭charbon》 のうえに倒れ込んでしまった。偶然の(と はいえ,歴 史の寓

意 としては必然的な)闊 入 に始 まる戦闘の勝利,敗 者に 《きつい労働 を引 き

受けるalleraucharbon》 ことを強いる隷属化 の完成である。

こうして,問 題の一切がこのシナ リオに収敏することになる。簡略にまと

めれば,唐 突にテクス トに現れた錬金術 は労働の もっとも適切 な隠喩であ

り,そ れ故,労 働の時代の入 り口におけるオージュとティモレオとの出会い

は必然的な出来事であった。しかし,オ ージュが認める労働は他者の労働で

あって,自 らは労働 なき飽食 の維持 を欲 してお り,こ の両義性は鉄でも銀で

もない青銅の彫像によって象徴されていた。 とするならば,錬 金術師=労 働

する者 を受け入れたにも関わ らず,オ ージュの城 に鉄の形象が不在であり,

また逆に,尚 も銀の形象が現前 し続 けているのは何故か。それはこの他者の

労働の受け入れが,隷 属化によって果される銀の時代の最後の延命策だから

である。逆に言えば,こ のシナリオには 《労働する他者》の存在が不可欠で

あり,だ か らこそオージュはティモレオ との戦闘において,無 礼極 まる相手

を殺 しもしなければ(《皆殺 し》のシナ リオ),薪 置 き場か ら追い出しもせず

(《追放》のシナ リオ),錬 金術 師=労 働 す る者 を生 か した ま まノル マ ン
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ディーに連れ帰ったのである。実際,オ ージュが戦利品として得た柑塙や蒸

留器 といった道具は,こ れを用いる術を知 る者 なくしては何の価値 もなく,

そうなれば錬金術=労 働の成果を搾取 して銀の時代の延命を図ることもで き

ない。それでは最後に,こ のオージュの銀 を挟み込んでいるふたつの銀の形

象 はどうか。 この銀 はいずれ もシ ドロランの物語 に新たに登場 して きたラ

リックスにまつわるもので,ひ とっは彼女 を先導 し,も うひ とつはこの女性

の使命 を告げていた。その使命 とはシドロランの 《お金=銀 》を守 るために

労働力を提供することであり,こ れはそのままティモレオがオージュのため

に果すべき役割で もある。言い換 えれば,隷 属化 とはサビニ女の誘拐 という

特殊な事例をより一般化 した ものに他ならず,実 際,オ ージュはティモレオ

に対 して古のロムルスの如き振舞いを見せている。つまり,ア ルクーユを離

れることに躊躇 を見せ る錬金術師に対 して,「すべては熟考のうえだ。三部会

が終わった ら,お 前のあばら家 と,そ れか ら薪 も引越 しさせて,我 々 ととも

に持ってい くことにしよう」(F.B.,p.139)と 一方的に事を進めるオージュは,

自らの安楽のために労働 を強いるべき他者を無理や りに 《誘拐》 したのであ

る。 したがって,連 なる三つの銀の形象は,サ ビニ女たるラリックス と隷属

に屈 したティモレオ との鏡像的な関係を表現するものであり,着 実に進んで

いる鉄=労 働の時代への移行において も,問 題の中心が労働なき食の維持に

あることを示 しているのである。 こうしてオージュは,賢 者の石,不 老長寿

の妙薬,卑 金属を黄金へ と変ず る術 を求めて,《 実に邪悪な探求》に突き進む

ことになる。果たしてティモレオの錬金術=労 働 は,起 源の黄金(時 代)を

実現 して,主 人の労働なき飽食を維持し得るのであろうか。

註

※)使 用 テ ク ス ト

RaymondQuENEAu,LesFleursbleues,Gallimard,《folio》,1965.(な お 引 用 に

際 して は 略 号F.B.を 用 い る。)

RaymondQuENEAu,UneHistoire賜062Zθ,Gallimard,《nrf》,1966.(な お 引 用

に際 し て は略 号H.M.を 用 い る。)
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1)こ れ は正確 に は 《精製 され た純 粋 で混 ぜ物 の な い黄 金 で で きた トゥール 製金

貨 》 とい う もの で,こ の まった く同一 の表 現 が5頁 の間 に6度 反 復 され て い た

(F.B.,pp.54,55,56(×2),57,58)0

2)こ こで我 々 が想定 してい るイ メー ジ は,オ ネ ジ フ ォー ル司教 の 次の発 言 に典型

的 で あ る。「その炉 の炎 は地 獄 のそれ を思 わせ,黄 金 を欲 す る こ とは まった くもっ

て断罪 すべ き もの で ある。不老 長寿 の妙 薬 につ いて は,こ れ もまた長 寿 な り と主

張 され るあの林 檎 を食 べ る ように勧 め なが ら,悪 魔 が我 々 の最初 の両親 に,神 ノ

様 二在 ル ナ ラン,と 言 った こ とが思 い出 され る… …」(F.B.,p.151)。

3)セ ルジ ュ・ユ タ ン著,有 田 忠郎訳,『 錬 金術 』,《文庫 クセジ ュ》,白 水社,1972,

pユ01(SergeHuTIN,L'Alchimie,coll.《Quesais-je?》,No506,P.UF.,1951.)

4)さ らに,こ の語源 とな った ラテ ン語 《bulla》は,古 代u一 マ にお いて未成 年 の

自由民 の子 弟が首 にか けて いた 《金 の玉飾 りboucled'or》 を意味 してい た。

5)こ の こ とはシ ドロ ランの次 の発 話 に,よ り明確 に読 み取 られ よう。「水 は少 し汚

れ て い るよ うに見 え ますが,淀 ん で はい ませ ん。 いつ も同 じゴ ミが見 られ るわ け

で は ない のです 。時 々,棒 で押 して や る と,そ れ らは水 の流 れ に沿 って過 ぎ去 っ

てい き ます 。あち ら側 で は,そ れ で もや は り,少 し淀 ん で腐 って い ますが」(F.B.,

p.145,強 調 は引用 者)。

6)初 期 的 な労働 にっい て は,後 に問題 とな る 《ス トック》 とともに こ う記 され て

い る。「労働 の最初 の形 態 は,そ の地 域 に よって提 供 され る食物 量 と現 実 に消 費 さ

れ る食物 量 との間 に存 す る差 に注 目す る こ と,す なわ ちQ-Q(N)の プ ラス の量

を 一 可能 な範 囲 内で 一 ス トックす る こ とに ある。第 二 の もの は,Q[=食 糧]

の 唯一 の源 泉 で あった植 物 界 の資 源 に動 物 界 の それ を付 け加 え る こ と,す な わ

ち,猟 と釣 りに よる資源 を切 り開 くこ とか らな る」(H.M.,p.72)。 た だ し,《ス トッ

ク》 と 《猟,釣 り》の前 後 関係 は必 ず し もこの とお りで はない(cfH.M.,p.99)。

7)原 文 は 《quelquechosequivoguerajusqu'auprochainchampd'6pandage》

で あ る。 また,こ の 《何 か》が最 後 に行 き着 く 《海mer》 も,生 み 出す者 と して

の 《母親=起 源mbre》 を想起 させ よ う。

8)ス トック につい て は註6)を 参 照 の こ と。

9)シ ドロラ ンが パ ンを買 う場 面 もあ るが(F.B.,p.115),我 々 として は 「そん な こ

と[=家 事]は どれ も自分 に は うん ざ りだ し,そ れ に もっ ぱ ら女 の仕事 だ 」(F.

B.,p.99)と 決 め つ ける シ ドロラ ンの言 い分 を強調 し,娘 ラ メ リー が結婚 前 に用 意

して おいた と考 えた い。

10)皮 肉な ことに,娘 の作 る食 事 につ い て 「ラ メ リー はま と もに料 理が 作れ るよ う

に は絶対 にな らないだ ろ う」(FB.,p.16)と 嘆 ず る シ ドロ ラ ンは,自 らが缶 詰 で

作 った サ ン ドイ ッチ を 「そんな に悪 くはなか っ た」(FB.,p.116)と 述 べ てい る

(もっ と も,彼 はや は り敗血症 を心配 す るの だが)。

11)付 け加 えて言 えば,シ ドロ ランが至 福 の 《銀 の食 》 にお い て不 吉 な 《鉄 の斧 》

を口 にす る こ とも,こ の よ うな現 状 を反映 した もので あ ろ う。

12)シ ドロラ ン自身,「彼 女 を性 的 に所 有 す る こ とに は基 本 的 には,い や いや 全 くこ

だわ らない」(F.B.,pp.99-100)と 語 ってい た。

13)実 際,シ ドロラ ン 自身 の 口か らこの語 が 発 せ られ る場 面 が あ る。 「そ れ で は,

私 の新 しい家政 婦rnanouvellegouvernanteの こ とは,ど う思 い ます か?」(F.

B.,P.197)0

14)ラ リックス 自 らが 「美味 しい食 事unbonrepas」(F.B.,p.154)と 言 い,ま た
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シ ドロ ラ ン も 「素 晴 らしい食 事excellentrepas」(FB。,p.158)と 認 め る食 事 の

場 面 が あるが,最 後 に はや は り 「予見 していた よう に,ジ ャム にカ ビが生 えてい

た」(F.B.,p.159)と 語 られ,例 の 《また して も失 敗 だ》の一 言が シ ドロラ ンの口

か ら漏 れ る こ とに な る。 だ が,完 壁 で は な い食 事 で あ って も,彼 の 《労働 な き

食 》が 守 られ た こ との 方が遥 か に重要 で あ る。

15)銀 の時代 に登 場 して きた オー ジ ュは,開 ロー番,「 わ しの顎 髪 を どう思 う」(F.

B.,p.119)と 語 って いたが,こ こで もこの外観 は維 持 され てお り,「 な んだ と,と

公 爵 は顎髪 の なかで 言 う,わ しが錬 金術 師 を連 れ て きた とい うの に,こ れ で は人

が 多す ぎる」(F.B.,p.146)と い う記 述が ある。 また,以 前 に は身 分 の変 化 が見 ら

れた オネ ジ フ ォー ル とム スカ イ ヨにっ いて も,こ こで は何 の変化 もな い。

16)も っ と間近 に 《工事=労 働 》 を見 るよ うに勧 め られ たオ ー ジ ュは 「皆 は行 くが

よい,わ しは もう うんざ りす るほ ど見 たMoi,j'enaiassezvucommega」(F.

B.,p.134)と 述 べ ていた 。

17)た だ し,註2)の オ ネ ジ フォール の台詞 に見 られ る 《地獄enfer》 の なか に,

《鉄fer》 の唯一 の痕 跡 が認 め られ る。 先 に見 た 《発 酵fermentation》 同様,両 者

の間 には語 源 的な 関連性 はない が,《 地 獄 》の なか に潜 む 《鉄》は,楽 園喪 失 の後

に人 間 が陥 った労働 の不 幸 を思 わせ よう。

18)敢 えて関連 づ けるな らば,《 鉄器 時代agedufer》 を含 めた これ らの時代 区分

は,労 働 が必 要 に応 じて生 みだ した諸 々 の道 具 の材質 に よって規 定 され る もので

あ り,労 働 を本 質 的 な定 義 とす る 《鉄 の時代agedefer》 の下位 区分 と して考 え

る こ とはで きる。 ただ し,『規 範 』 に は,こ うい った史 実的 な記 述 は一切 な い。

19)こ こで 《銀 の時代 の終 焉 》 とは,ひ とつ の集 団 にお け るそれで は ない。 そ の場

合 は処 女地 に移 り住 む だ けで問題 は解 決 され るが,し か し,こ れ は危機 の先延 ば

し に過 ぎず,い ず れ地上 は ど こも人 間 で満た され る ことにな る。 この ような状況

にお ける食物 量 と人 口 との均 衡 関係 の破綻 が,こ こで い う銀 の 時代 の終 焉 で あ

る。

20)オ ー ジ ュの不在 中,リ ュス ユー ル はひ とりの 占星 術 師 か ら世 継 ぎ を授 か るこ と

を予 言 され,そ れ を知 ったオ ー ジュ は彼 女 の腹 に触 れ なが ら 「こ こにい るのだ,

我 が世継 ぎが。 こ こに隠 れて い るのだ,我 が 世継 ぎが。素敵 な隠れ場 だ。 あ あ,

リュス ユール よ,な ん と大 き な 喜 び を 与 え て くれ た こ とか[… …]」(F.B.,

p.147)と,子 を授 か った こ とを手放 しで祝福 して い る。

21)占 星術 師 デ ュ ポ ンの予 言 は 《これ か ら》 リュス ユール が懐妊 す るで あ ろ う とい

う もので,激 怒 したオ ー ジュ は 「デ ュポ ンの喉 に飛 びか か り,そ の強力 なふた つ

の手 で彼 の首 を絞 め始 めた。 ジ ョア シャ ンが 彼 に不満 を説 き,ペ テ ン師達 に対 す

る軽 蔑 を思 い知 らせ る問,占 星 術 師 は両 の 目 を腹窩 二軌道 か ら追 い 出そ う と望 む

か の よ うで,青 白い舌 を出 して い る」(E.B.,p.152)。

22)テ ィモ レオ ・テ ィモ レイの言 う ところ に よれ ば,彼 は 「ハ エの ように天井 を,

主 イエ ス ・キ リス トの よ うに水 面 を歩 き,こ こ,そ して ノバ エスパ ニ ア に同時 に

存在 し,預 言 者 ヨナ の したが如 く鯨 の腹 にて旅 を し,ア リオ ンの よう にイル カ達

に また が り,ア タ ラ ンテー も及 ばぬ ほ ど早 く走 り,馬 の ない馬車 で移 動 し,鷹 と

燕 の よ うに空 を切 って進 み……」(F.B.,p.137),ま た,「ミツバ チ の言葉 を理 解 し,

学 ぶ ことな く トゥ ピナ ンバ達 の 言語 を話 し,千 里 離 れた人 と会 話 し,天 球 の妙 な

る調べ を聴 き,す べ ての秘 密文 書 を苦 も無 く読 み,千 と三 冊 の作 品 の内容 を暗記

して お り,一 度 も研 究せ ず ともあ らゆ る事柄 につ いて適切 に しゃべれ る」(F.B.,
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p.138)と い う。 ただ し,こ れ以 後,彼 が 実際 に こうい った能力 を発 揮 す る ことは

な く,や は り 《口か ら出任 せ 》 の観 は否 めな い。

23)先 に引用 した 『規範 』 の 《銀 の時代 の終 焉》 には,戦 争 の他 の形態 として 《皆

殺 しextermination》 と 《追放expulsion》 が挙 げ られ てい る。 いずれ も他 の集

団 を その領地 か ら一掃 して移 り住 み,労 働 な き食 を確保 しよう とす る もの であ る

(ただ し,占 領 した領 土が これ まで以上 の食 物 を供 給 し得 る ことが前 提 とな って

い る)。だ が,こ れ らはオー ジ ュが ノルマ ンデ ィー の城 に固執 す る限 り,で きれ ば

避 けた い解決 法 で あろ う。

24)錬 金術 師 との 出会 いの場 面 にArcuei1の 町 が選 ばれ たの は,《(錬 金術 の)秘

法,秘 薬arcane》 との関連 に よる もの と思 われ る。




